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東京2025デフリンピック
― きこえない・きこえにくい人の世界最高峰の祭典 ―
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2025年11月15日から26日までの12日間、東京・静岡・福島を会場に第25回デフリンピック競
技大会が開催されました。日本は合計51個のメダル（金16・銀12・銅13）を獲得しました。
また、本大会はオリンピック・パラリンピックの運営体制とは異なり、きこえない当事者が
中心となった運営委員会による準備をはじめ、多くのボランティアの参加、サインエールの開
発、各分野での啓発活動など、これまでに類を見ない特別な大会となりました。

デフリンピック気運醸成埼玉プロジェクトの結成 
2018年６月に開催された第66回全国ろうあ者大会 in 大阪では、デフリンピック日本招致に

関する特別決議が採択されました。続いて、2022年９月の国際ろう者スポーツ委員会（ICSD）
総会にて、2025年デフリンピックの開催地が東京に正式決定しました。
開催決定は大変喜ばしいことでしたが、一方で、デフリンピックはパラリンピックより歴史
が長いにもかかわらず、認知度はわずか11.2％と低く、この状況で大会を迎えられるのかとい
う不安もありました。
そこで当協会では、デフリンピックの認知度向上やデフアスリート、そしてきこえない・き
こえにくい人への理解啓発、施設の環境整備の推進などに取り組むため、2023年９月に「デフ
リンピック気運醸成埼玉プロジェクト」を結成しました。
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その際、「共生社会と協働」に関する記事を読み、きこえない・きこえにくい人と手話関係
者の垣根を越えた取り組みの必要性を強く感じました。埼玉県スポーツ振興課、富士見市、三
芳町に相談を持ちかけたところ、プロジェクトメンバーとして参加してくださり、さらに2025
年度からは民間企業である埼玉りそな銀行にも加わっていただきました。
これらの連携を通して、きこえない・きこえにくい人と共に目標を達成していく「協働」の
姿勢が徐々に根づいてきたのではないかと感じています。

デフリンピックの啓発活動
デフリンピック気運醸成埼玉プロジェクト結成後、まず啓発資料としてパネルやチラシを制
作し、各種イベントやスポーツ大会で展示活動を行いました。また、地域の聴覚障害者協会へ
の支援、埼玉県内63市町村首長による手話言語での応援メッセージリレーの展開、啓発動画の
制作と無償配布も実施しました。
さらに、三井不動産商業マネジメントを訪問し、ららぽーと富士見でデフリンピック応援イ
ベントを開催したほか、埼玉りそな銀行にも働きかけ、りそなコエドテラス（川越市）で応援
イベントと壮行会の開催につなげるなど、さまざまな啓発活動を積極的に展開してきました。
これらの取り組みを通して、デフリンピックの認知向上だけでなく、手話言語やきこえな
い・きこえにくい人への理解促進にも力を入れてきました。こうした積み重ねが、東京2025デ
フリンピックの盛り上がりにもつながったのではないかと感じています。

誰もが活躍できる更なる共生社会に向けて
東京2025デフリンピックの観客数は、当初目標としていた10万人を大きく上回り、約28万人
に達しました。ニュースや新聞などでも大きく取り上げられ、多くの観客から次のような声が
寄せられました。

「�きこえない人と初めて話した。」
「�普段のスポーツ観戦は爆音があるが、デフリンピックは静かだった。し
かし、手話言語やサインエールでの応援が印象的で、いつもとは違う応
援スタイルに感動した。」
「�大型ビジョンに音の情報が表示され、目で見て分かるようになっており、
誰もが観戦しやすい環境に感動した。」
「�手話ができない自分は少し寂しさを感じた。きこえない人はもっと寂し
い思いをしてきたのだろうと実感した。」
「�きこえない人もきこえる人も、同じスポーツを楽しめるのだと感じた。」

このように、多くの人が、きこえない・きこえにくい人やろう者の生活スタイル、そしてデ
フスポーツへの理解を深める機会となりました。デフリンピック気運醸成埼玉プロジェクトの
活動が大きな意義を持っていたことを改めて感じています。
一方で、今大会やプロジェクト活動において、「ろう者の視点が十分に反映されていなかっ
た」など、いくつかの課題も明らかになりました。これらの課題を真摯に受け止め、改善につ
なげていくことで、さらなる共生社会の実現へと確実に近づいていけると考えています。

〈空手競技の様子〉
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体
も
心
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
！

埼さ
い

玉た
ま

県け
ん

膠こ
う

原げ
ん

病び
ょ
う

友と
も

の
会か
い

石い
し

垣が
き　

美み

枝え

子こ

前
回
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
「
リ
ラ
ッ

ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
Ⅰ
」
に

参
加
し
て
、
こ
れ
な
ら
続
け
ら
れ

る
！
と
誓
っ
て
か
ら
早
１
年
。
い
つ

の
間
に
か
元
の
生
活
に
戻
っ
て
し
ま

っ
た
自
分
を
反
省
し
て
の
参
加
で
し

た
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
の
吉
井
先
生
ご
指
導
の
下
、

ま
ず
は
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
。

手
の
ひ
ら
合
わ
せ
、
身
体
を
左
右

に
、
足
上
げ
、
か
か
と
上
げ
、
ど
れ

も
座
っ
て
で
き
る
軽
度
な
運
動
で
す

が
、
こ
れ
だ
け
で
う
っ
す
ら
汗
を
か

き
驚
き
ま
し
た
。
今
回
の
メ
イ
ン
は

ヨ
ガ
の
呼
吸
と
動
き
で
す
。
大
き
く

ゆ
っ
く
り
と
、
更
に
お
腹
を
引
き
締

め
な
が
ら
続
け
る
の
は
初
心
者
に
は

苦
し
い
動
き
で
す
。
苦
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
肩
回
り
や
背
筋
が
心
地
良
く

伸
び
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
体
幹
を

鍛
え
る
動
き
で
は
体
が
ぐ
ら
ぐ
ら
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
転
倒
予
防
に

は
必
要
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
実
感
。

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
ん
の
少
し
ず

つ
で
も
、
毎
日
で
は
な
く
て
も
、
無

理
の
な
い
く
り
返
し
を
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

さ
て
、
第
二
部
は
お
待
ち
か
ね
カ

ー
レ
ッ
ト
で
す
。
ス
ト
ー
ン
も
ハ
ウ

ス
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
た
カ
ー
リ

ン
グ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
、
こ
の
大
き

さ
な
ら
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
手
軽

に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
っ
て

い
た
ら
大
間
違
い
！
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト

の
上
に
は
薄
い
布
が
張
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
滑
り
を
良
く
す
る
シ
ー
ト

と
の
こ
と
で
す
が
、
私
は
力
加
減
が

分
か
ら
な
い
の
で
滑
り
止
め
の
布
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
皆
、
手
探
り
で

ス
ト
ー
ン
を
滑
ら
せ
て
み
ま
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
思
い
通
り
に
は
動
き
ま
せ

ん
。
で
も
、
二
人
一
組
で
赤
チ
ー
ム

対
青
チ
ー
ム
の
対
戦
が
始
ま
る
と
気

分
も
盛
り
上
が
り
、
ス
ト
ー
ン
が
良

い
位
置
で
止
ま
っ
た
り
、
相
手
の
ス

ト
ー
ン
を
ハ
ウ
ス
か
ら
突
き
出
し
た

り
す
る
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

左
右
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
棒
に
わ
ざ
と
ス

ト
ー
ン
を
当
て
て
進
路
の
角
度
を
変

え
る
技
は
、
カ
ー
レ
ッ
ト
な
ら
で
は

の
も
の
で
す
。
偶
然
で
は
な
く
こ
れ

ら
の
ス
キ
ル
を
使
っ
て
競
技
で
き
れ

ば
更
に
楽
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

〈ストレッチの様子〉

ジ
ム
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
効
果
が
大
き
い
け
れ
ど
、
こ
の

よ
う
に
少
々
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
持
つ

皆
さ
ん
と
笑
い
な
が
ら
声
を
掛
け
な

が
ら
す
る
ス
ポ
ー
ツ
は
格
別
で
、
心

の
ス
ト
レ
ッ
チ
も
で
き
ま
し
た
。
二

時
間
弱
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
初
め
て
の
経
験
を
色
々
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
準
備
や
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
頂
い
た
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

〈カーレット体験の様子〉
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翌
朝
は
、
各
人
各
様
で
過
ご
し
、

８
時
朝
食
、
９
時
に
出
発
、
２
日
目

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ミ
カ
ン
狩
り
に

向
か
い
ま
し
た
。
ミ
カ
ン
園
で
は
、

当
初
ミ
カ
ン
狩
り
を
行
う
予
定
で
し

た
が
、
昨
夜
の
雨
の
影
響
で
収
穫
済

み
の
ミ
カ
ン
を
試
食
す
る
こ
と
に
な

り
、
取
り
立
て
の
ミ
カ
ン
の
味
を
満

喫
し
ま
し
た
。

昼
食
会
場
、
小

田
原
鈴
廣
を
目
指

し
て
伊
豆
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
通
っ
て

小
田
原
に
、
昼
食

は
金
目
鯛
の
炙
り

ご
飯
、
お
で
ん
、
蒲
鉾
な
ど
が
並
び
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
、
最

後
の
休
憩
と
お
土
産
購
入
、
車
内
で

は
、
研
修
に
参
加
し
て
の
感
想
や
今

ま
で
の
旅
行
な
ど
で
の
思
い
出
話
し

の
披
露
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

帰
路
は
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
、
予

定
よ
り
早
く
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
、
何
事
も
な

く
自
宅
ま
で
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

障
害
者
と
そ
の
家
族
の
保
養
・
宿

泊
施
設
、
埼
玉
県
伊
豆
潮
風
館
の
廃

止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
埼
玉
県
支
部
で

は
、
入
浴
マ
ナ
ー
研
修
・
ス
ト
ー
マ

ケ
ア
情
報
交
換
、
親
睦
の
為
、
１
泊

研
修
旅
行
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
10
月
14
日
～
15
日
、
24
名

の
参
加
者
で
実
施
し
ま
し
た
。

伊
豆
潮
風
館
に
つ
い
て

（
一
泊
研
修
旅
行
） 

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
埼
玉
県
支
部

葛か
っ

西さ
い　

誠
ま
こ
と

到
着
後
は
、
各
人
の
部
屋
に
入
り
、

温
泉
の
大
き
な
お
風
呂
で
の
入
浴
経

験
、
広
々
と
し
た
浴
場
で
伊
豆
の
海

と
山
の
景
色
を
堪
能
し
て
、
オ
ス
ト

ミ
ー
の
入
浴
マ
ナ
ー
を
守
り
、
皆
さ

ん
と
温
泉
を
心
底
楽
し
め
ま
し
た
。

入
浴
体
験
後
は
、
浴
衣
や
軽
装
で

気
楽
な
雰
囲
気
で
の
交
流
会
、
美
味

し
い
食
事
や
、
色
々
な
お
酒
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
色
々
な
話
題
と
、
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、
２
次
会
の
カ
ラ

オ
ケ
ル
ー
ム
、
３
次
会
の
幹
事
部
屋

で
の
懇
談
と
夜
中
の
12
時
こ
ろ
ま
で

酒
宴
は
続
き
ま
し
た
。

一
泊
研
修
旅
行
に
参
加
し
て

さ
い
た
ま
新
都
心
か
ら
首
都
高
速

で
、
池
袋
・
新
宿
を
通
過
し
て
東
名

高
速
道
路
に
入
り
、
海
老
名
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
へ
と
向
か
い
、
バ
ス
車
内

で
は
自
己
紹
介
を
通
じ
て
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

海
老
名
で
の
休
憩
後
、
東
名
高
速

道
か
ら
伊
豆
縦
貫
道
へ
と
進
み
、
昼

食
場
所
で
あ
る
伊
豆
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
へ
、
昼
食
は
、
桜
海
老
釜
飯
、
ア

ジ
フ
ラ
イ
、
う
ど
ん
鍋
と
豪
華
な
メ

ニ
ュ
ー
で
、
皆
さ
ん
美
味
し
い
と
絶

賛
で
し
た
。
そ
の
後
、
三
島
大
社
へ
、

周
辺
を
各
々
散
策
し
な
が
ら
参
拝
後
、

「
伊
豆
潮
風
館
」
を
目
指
し
ま
し
た
。
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今年度から障害者交流センター文化芸術担当に配属されました小原と申します。生まれも育ちも
埼玉県さいたま市です。障害者交流センター近くの幼稚園に通っており、小学生の頃には、写生会
で何度か来ていました。大人になってこの場所で働くことになり、感慨深いなと思うところです。
不慣れなところもあると思いますが、引き続きよろしくお願いいたします。� 〈小原〉

編集後記

＜郵便振替＞【口座番号】00130-9-673233
【口座名称】特

とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

　埼
さい

玉
たま

県
けん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

協
きょう

議
ぎ

会
かい

＜賛助会員募集のコーナー＞
私たちは、埼玉県障害者協議会の活動を応援しています

＜賛助会員加入のお願い＞
埼玉県障害者協議会の目的に賛同しご協力頂ける、

個人及び団体を募集しております。

賛助会員には年８回の会報の送付、各種研修会・

講演会などのご案内を送付いたします。

賛助会員の会費は、年一口2,000円です。入会をご

希望の方は、下記の口座へお振り込み下さい。

令
和
７
年
度
年
度
障
害
者
週
間
記
念

事
業
「
み
ん
な
幸
せ
・
共
生
社
会
県
民

の
つ
ど
い
」
が
11
月
22
日
（
土
）、
蓮

田
市
の
「
蓮
田
市
総
合
文
化
会
館
ハ
ス

ト
ピ
ア
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
障
害
者
に
対
す
る
県

民
の
理
解
を
深
め
、
共
生
の
心
を
育
む

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
令
和
７
年
度
「
心
の
輪
を

広
げ
る
体
験
作
文
」・「
障
害
者
週
間
記

念
ポ
ス
タ
ー
」
の
入
賞
者
へ
の
賞
状
授

与
の
他
、
式
典
後
に
は
蓮
田
市
立
蓮
田

南
中
学
校
教
諭
、
秦
優
人
氏
の
講
演

「
15
％
―
多
様
性
社
会
を
支
え
る
次
世

代
の
力
」、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
藤
澤
潔
氏
の
講
演
「
―

夢
を
歩
む
と
い
う
こ
と
―
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
蓮
田
市
近
隣
の

特
別
支
援
学
校
・
小
中
学
校
の
生
徒
た

ち
に
よ
る
吹
奏
楽
、
合
唱
、
鼓
笛
演
奏

の
他
、
学
校
紹
介
の
動
画
も
上
映
さ
れ
、

最
後
は
県
立
宮
代
高
等
学
校
と
県
立
春

日
部
特
別
支
援
学
校
宮
代
分
校
合
同
に

よ
る
圧
倒
的
な
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「
咲
き
誇
れ
自
分
ら
し
く
」
で
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
ホ
ー
ル
の
前
で
は
障
害

者
週
間
ポ
ス
タ
ー
受
賞
作
品
の
展
示
が
、

多
目
的
ル
ー
ム
に
は
特
別
支
援
学
校
・

特
別
支
援
学
級
作
品
の
絵
画
や
工
作
作

品
の
展
示
、
公
募
さ
れ
た
障
害
者
絵
画

展
が
あ
り
ま
し
た
。

工
夫
を
凝
ら
さ
れ
た
作
品
群
は
来
場

さ
れ
た
方
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

〈書道パフォーマンスの様子〉

令
和
７
年
度

み
ん
な
幸
せ・共
生
社
会

県
民
の
つ
ど
い
開
催
報
告

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
県
障
害
者
協
議
会

郷ご
う
古こ

珠た
ま
美み


